
酒気帯び運転等違反者に対す酒気帯び運転等違反者に対す
る新しい取消処分者講習る新 取消処分者講習

警察庁交通局運転免許課警察庁交通局運転免許課

成富則宏

飲酒運転による交通事故の状況①
原付以上運転者（第一当事者）の飲酒運転による交通事故件数の推移
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飲酒運転による交通事故の状況②
原付以上運転者（第一当事者）の飲酒の有無別死亡事故件数の推移原付以上運転者（第 当事者）の飲酒の有無別死亡事故件数の推移
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正故

主な飲酒運転関係の法令改正

平成１３年改正

○ 危険運転致死傷罪の新設

平成１３年改正

○ 危険運転致死傷罪の新設
○ 飲酒運転の厳罰化（14年施行）

平成１９年改正

○ 飲酒運転の厳罰化
○ 車両提供、酒類提供、同乗罪の新設○ 車両提供、酒類提供、同乗罪の新設
○ 飲酒運転に対する行政処分の強化（21年施行）



飲酒運転による交通事故の状況③

○ 飲酒死亡事故：１０年間で１／４に減少
（死亡事故全体は１／２）（死 事故 体は ）

○ 飲酒事故：１０年間で１／５に減少
（事故全体は３／４）（事故 体 ）

飲酒運転根絶に向けた取組が大きな効果飲酒運転根絶 向け 取組 大きな効果

○ 飲酒事故の減少が鈍化○ 飲酒事故の減少が鈍化
○ 飲酒運転の死亡事故率：飲酒なしの９．２倍
○ 酒酔い運転の死亡事故率：飲酒なしの３０ １倍○ 酒酔い運転の死亡事故率：飲酒なしの３０．１倍

飲酒運転を繰り返す者への対策等飲酒運転を繰り返す者への対策等
さらなる取組が必要

政府の飲酒運転根絶対策

「飲酒運転の根絶について」（平成１８年９月 交通対策本部決定）

○ 飲酒運転の根絶に向けた取組の強化○ 飲酒運転の根絶に向けた取組の強化
○ 指導取締りの徹底等
○ 車両技術開発の検討

○ 常習飲酒運転者対策のための連携強化○ 常習飲酒運転者対策のための連携強化

アルコール依存症者等の飲酒運転抑止のための諸対策の効果的な実施を図るた
め 「常習飲酒運転者対策推進会議」を開催

「飲酒運転の根絶に向けた取組の強化について」（平成１９年７月 交通対策本部決定）

め、「常習飲酒運転者対策推進会議」を開催

○ 飲酒運転厳罰化を踏まえた広報啓発
○ 飲食店等に対する周知徹底

○ 常習飲酒運転者対策の推進

○ アルコールの影響や専門相談機関等の周知
○ 様々な機会をとらえた飲酒行動是正のための働きかけ

○ 常習飲酒運転者対策の推進

○ 運転免許の処分者講習の充実等
○ 各種調査（警察庁における常習飲酒運転者に関する調査研究）の実施 など



運転免許の処分者講習

停止処分者講習取消処分者講習

○ 停止処分者に対する講習

停止処分者講習

○ 取消処分者に対する講習

取消処分者講習

○ 受講は任意

○ 停止期間の短縮が可能

○ 免許再取得のため必須

各都道府県で飲酒運転違反者に対する取組を推進

○ 停止期間の短縮が可能

各都道府県で飲酒運転違反者に対する取組を推進

・ 飲酒ゴーグルやシミュレータを利用した講習飲酒ゴ グルやシミュレ タを利用した講習
・ 飲酒運転事故の被害者遺族や医師等による講話
・ アルコールスクリーニングテストによる指導

常習飲酒運転者に講ずべき安全対策
に関する調査研究に関する調査研究

平成２０年度 平成２１年度

飲酒運転再犯者に関する実態調 新しい取消処分者講習の試行実飲酒運転再犯者に関する実態調
査と処分者講習の改善方策

新しい取消処分者講習の試行実
施と効果測定

飲酒運転違反者等を対象とする実態調 新しい取消処分者講習のカリキュラム飲酒運転違反者等を対象とする実態調
査

新しい取消処分者講習のカリキュラム
案の作成、試行実施、効果測定

再犯率調査再犯率調査 カリキュラム案作成カリキュラム案作成

面 接 調 査面 接 調 査

質問紙調査質問紙調査

効果測定効果測定

試行実施試行実施

呼気検査・ディスカッション等を内容とする２
か月に４回の講習を実施

医師等の診断医師等の診断

文献等調査文献等調査

効果測定効果測定

試行実施の受講者等に対するアンケート

改善の方向性改善の方向性改善 方向性改善 方向性
講習の改善の方向性について検討

分者講 見直取消処分者講習の見直し

試行実施の結果に基づく講習改善の方向性の提示



平成２０年度調査研究の概要①

飲酒運転違反者の５７．６％が再犯者
※飲酒運転違反者で、過去にも飲酒運転で取締を受けたと回答した者

再犯者の特徴 講習の改善方策

※飲酒運転違反者で、過去にも飲酒運転で取締を受けたと回答した者

問題飲酒者が多い

再犯者の特徴 講習の改善方策

アルコールスクリーニングテストや

（再犯者の40％が依
存症の疑い）

ブリーフインターベンション（簡易介入）等に
よる飲酒行動の改善

規範意識が低い

（ 犯理由 「飲酒（再犯理由に「飲酒
運転は悪いことだと
思っていない」と回答

ディスカッション等による規範意識の改善

思っていない」と回答
した者が５７．３％）

平成２０年度調査研究の概要②

飲酒運転に対する行政処分の強化（平成２１年６月）

取消（欠格期間２年） 取消（欠格期間３年）

改正前改正前 改正後改正後

酒酔い 取消（欠格期間 年） 取消（欠格期間 年）

停止（９０日） 取消（欠格期間２年）

酒酔い

酒気帯び（0.25以上）

停止（３０日） 停止（９０日）酒気帯び（0.25未満）

※前歴・累積点数なしの場合

取消処分者講習の充実が重要取消処分者講習の充実が重要取消処分者講習の充実が重要取消処分者講習の充実が重要



平成２１年度調査研究の概要

試行実施（６週間に４回）

取消処分者講習の試行実施と効果測定

試行実施（６週間に４回）

新たに取り入れた講習項目
○ 呼気検査○ 呼気検査
○ アルコールスクリーニングテスト
○ ブリーフインターベンション○ ブリ フインタ ンション
○ ディスカッション

試行実施の効果測定試行実施 効果測定
（受講者・講師へのアンケート）

新しい取消処分者講習の在り方の検討

新しい取消処分者講習のモデル事業
（平成２２年度）（平成２２年度）

【従来の講習】
２日連続13時間

【２２年度モデル事業】
２日不連続１３時間

運転適性検査
性格と運転 概説

呼気検査
運転適性検査
ＡＵＤＩＴ

７
時
間７ 性格と運転の概説

適性検査結果による指導
実車講習

ＡＵＤＩＴ
性格と運転の概説

適性検査結果による指導
ブリ フ・インタ ベンション①

間７
時
間

ブリーフ・インターベンション①
実車講習

（３０日分の日記記入）

実車講習
呼気検査

ブ イ タ ベ シ ②
６
時

（３０日分の日記記入）

６
時
間 実車講習

危険予知運転の解説
感想文

ブリーフ・インターベンション②
危険予知運転の解説
ディスカッション

時
間

間

実車講習
感想文



呼気検査

受講の機会をとらえて 受講者に断酒する機会を付与するた受講の機会をとらえて、受講者に断酒する機会を付与するた
め、講習の冒頭に呼気検査を実施

市 カ を使※市販のアルコールチェッカーを使用

ディスカッション

過去に行 た飲酒運転の経験を話すことを通じて 飲酒運転の過去に行った飲酒運転の経験を話すことを通じて、飲酒運転の
危険性や悪質性等について問題意識を共有し、飲酒運転に対
する規範意識の改善を図るために実施する規範意識の改善を図るために実施

アルコールスクリーニングテスト

アルコール使用障害に関するスクリーニングテストを実施使 実
し、その結果に基づき指導を行うことで、受講者にアルコー
ル依存の程度を自覚させ、飲酒行動の是正を図るために実
施施

◇ＡＵＤＩＴ*を使用
* Alcohol Use Disorders Identification Test* Alcohol Use Disorders Identification Test

◇判定は◇判定は
０～７点 危険の少ない飲酒
８～14点 危険の高い飲酒
15点以上 アルコール依存症の疑い



ブリーフインターベンション

自分の普段の飲酒行動を自覚さ自分の普段の飲酒行動を自覚さ
せ、飲酒運転に陥りやすい状況やそ
の他対処方法等を受講者自身に考

機会を すえさせる機会を付与することで、飲
酒運転に対する規範意識の向上を
図るとともに 問題飲酒行動の改善図るとともに、問題飲酒行動の改善
状況を経過観察し、飲酒行動の改
善のための指導を行うことを目的に

※ワ クブック『考えてみよう

善のための指導を行う とを目的
実施

○第１回目 70分 ※ワークブック『考えてみよう
飲酒と健康・運転』を使用

○第 回目 0分
（モデル事業後90分に変更）

○30日間の飲酒状況の記録
第○第２回目 60分

ワークブックの内容

○ ステップ１ 自分の飲酒量を確かめよう

プ○ ステップ２ 自分の飲酒問題について考えよう

○ ステップ３ アルコールの分解について知ろう

○ ステップ４ 飲酒運転について考えてみよう

○ ステ プ５ 危険な状況のリストア プ○ ステップ５ 危険な状況のリストアップ

○ ステップ６ 飲酒と運転の具体的目標を立てよう

○ ステップ７ 私の健康・生活日記



ステップ１ 自分の飲酒量を確かめようステップ１ 自分の飲酒量を確かめよう

ステップ２ 自分の飲酒問題について考えようステップ２ 自分の飲酒問題について考えよう



ステップ２ 自分の飲酒問題について考えようステップ２ 自分の飲酒問題について考えよう

ステップ３
アルコールの分解について知ろう
ステップ３
アルコールの分解について知ろう

ステップ４
飲酒運転について考えてみよう
ステップ４
飲酒運転について考えてみようアルコ ルの分解について知ろうアルコ ルの分解について知ろう 飲酒運転について考えてみよう飲酒運転について考えてみよう



ステップ５
危険な状況のリストアップ
ステップ５
危険な状況のリストアップ

ステップ６
飲酒と運転の具体的目標を立てよう
ステップ６
飲酒と運転の具体的目標を立てよう危険な状況のリストアップ危険な状況のリストアップ 飲酒と運転の具体的目標を立てよう飲酒と運転の具体的目標を立てよう

ステップ７ 私の健康・生活日記ステップ７ 私の健康・生活日記



モデル事業の実施結果

のべ７５回 ４５４名（男性４２３名、女性３１名）が受講
神奈川県 18回 101名（男性96名、女性5名）
愛知県 回 名（男性 名 女性 名）愛知県 14回 104名（男性92名、女性12名）
大阪府 31回 209名（男性199名、女性10名）
愛媛県 12回 40名（男性36名、女性4名）

AUDITの結果
０～ ７点（危険の少ない飲酒） １３７名（約３０％）
８～１４点（危険の高い飲酒） １８６名（約４１％）

１５～４０点（アルコール依存症の疑い） １３１名（約２９％）

アンケート結果

新しい講習と受講中の飲酒量の変化
従来の講習の比較
「今回受けた講習の方が良い」158名
「今までの講習の方が良い」26名

「減少」340名（75.6％）
「増加」１名（0.2％）
「変化なし」93名（20.7％） 「今までの講習の方が良い」26名

「わからない」90名

変化なし」 名（ ）
「不明」７名（1.6％）
「断酒中」９名（2.0％）

モデル事業後の予定

カリキュラムを一部変更、

モデル事業受講者の
再犯率等を調査

カリキュラムを 部変更、
一部府県で試行実施

再犯率等を調査
埼玉、千葉、神奈川、新潟、
岐阜、愛知、大阪、愛媛、福岡

カリキュラムを確定

平成25年度全国実施予定平成25年度全国実施予定



＜参考資料＞
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